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2023 年（令和 5年）４月10日

　

道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

２
０
２
３
春
闘
の
背
景

　

日
本
の
賃
金
が
国
際
的
に
低
迷

し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。経
済

協
力
開
発
機
構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）の
２

０
２
０
年
調
査
（
物
価
水
準
を
考

慮
し
た
「
購
買
力
平
価
」
ベ
ー
ス
、

１
ド
ル
＝
１
１
０
円
）
に
よ
る
と
、

日
本
の
平
均
賃
金
は
４
２
４
万
円

で
35
カ
国
中
22
位
。１
位
の
米
国

（
７
６
３
万
円
）と
３
３
９
万
円
も

差
が
あ
り
ま
す
。１
９
９
０
年
か

ら
の
30
年
間
で
日
本
は
18
万
円
し

か
増
え
て
い
な
い
の
に
米
国
は
２

４
７
万
円
も
増
え
て
い
ま
す
。こ
の

間
、韓
国
は
１
・
９
倍
に
急
増
し
、

日
本
は
２
０
１
５
年
に
抜
か
れ
て

額
も
38
万
円
差
が
出
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
財
務
省
に
よ
る
と
、
企
業

が
貯
め
込
ん
だ
内
部
留
保
が
２
０

２
１
年
度
に
５
１
６
兆
４
７
５
０

０
億
円
に
な
り
10
年
連
続
で
過
去

最
高
を
記
録
し
て
い
ま
す
。ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
に
よ
る
円
安
で
恩
恵
を
受

け
て
き
た
大
企
業
の
製
造
業
を
中

道
内
春
闘
の
妥
結
ま
だ
36
％（
４
月
３
日
現
在
）

中
小
の
賃
上
げ
平
均
６
９
４
３
円（
３
・
26
％
）
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交
流
晩
会
を
開
催
（
３
面
）
／
最
賃
大
幅
値
上
げ
か
（
４
面
）

凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

４
月
に
入
り
本
州
は
桜
が
散
り

始
め
た
よ
う
だ
が
、
北
海
道
は
こ

れ
か
ら
が
春
本
番
、
桜
の
開
花
が

待
ち
遠
し
い
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー

ツ
が
本
格
的
に
な
る
が
、Ｗ
Ｂ
Ｃ
で

強
豪
ア
メ
リ
カ
を
破
っ
て
優
勝
し

た
日
本
チ
ー
ム
の
活
躍
に
は
、
国

民
の
大
き
な
声
援
も
力
に
な
っ
た
の

だ
ろ
う
。
優
勝
決
定
戦
で
は
、
テ

レ
ビ
視
聴
率
が
40
％
を
超
え
た
と

い
う
。
日
本
時
間
で
は
午
前
中
、

多
く
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
会
議
そ
っ

ち
の
け
で
テ
レ
ビ
に
か
じ
り
つ
い
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
日
本
チ
ー

ム
を
引
っ
張
っ
た
監
督
は
栗
山
さ
ん

で
、Ｍ
Ｖ
Ｐ
は
大
谷
選
手
、
最
初

か
ら
チ
ー
ム
に
合
流
し
て
引
っ
張
っ

て
き
た
の
は
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
投
手
。

い
ず
れ
も
日
本
ハ
ム
に
関
係
し
た

選
手
で
あ
り
、
鼻
が
高
く
な
る
。

新
庄
監
督
は
２
年
目
、
ぜ
ひ
と
も

優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。
そ
う
い
え
ば
、
伊
藤
大
海
投

手
も
中
継
ぎ
で
力
を
発
揮
し
た
逸

材
で
あ
り
、
何
と
か
優
勝
に
貢
献

し
て
ほ
し
い
。
新
し
い
エ
ス
コ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
で
日
本
選
手
権
を
戦
っ

て
ほ
し
い
も
の
だ
。（
峰
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

心
に
内
部
留
保
が
積
み
上
が
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
の

春
闘
は
、
賃
金
引
き
上
げ
に
よ
る

国
内
消
費
の
底
上
げ
で
景
気
回
復

に
つ
な
げ
よ
う
と
、
政
労
使
一
体
の

ム
ー
ド
が
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
官
製
春
闘
」
と
も
言
わ
れ
る
２
０
２
３
年
春
闘
は
、
大
企
業
が
近
年
に
な
い
高
額
・
高
率
回
答
で
妥
結
し
、

３
月
中
旬
か
ら
中
小
の
先
行
組
の
回
答
が
出
始
め
て
い
ま
す
。中
小
企
業
の
賃
上
げ
状
況
が
出
そ
ろ
う
の
は
５

月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
以
降
に
な
り
、
北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
調
査
も
７

月
１
日
時
点
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
ま
だ
全
体
像
を
つ
か
む
の
は
難
し
い
の
で
す
が
、
連
合
北
海
道
の
最
新

の
集
計
状
況
と
合
わ
せ
て
、道
内
中
小
企
業
の
賃
上
げ
の
現
状
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。



（２）

苦
悩
す
る
中
小
企
業
経
営
者

　

内
部
留
保
が
あ
り
業
績
の
い
い

大
企
業
は
と
も
か
く
、
中
小
企
業

は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。円
安
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
資
材
価
格

の
高
騰
、
人
手
不
足
と
人
件
費
の

値
上
が
り
に
苦
悩
し
て
い
ま
す
。だ

か
ら
、
大
幅
な
賃
上
げ
は
容
易
で

は
な
い
の
で
す
。

　

中
小
企
業
は
日
本
の
雇
用
の
７

割
を
担
う
日
本
社
会
の
土
台
で
す

か
ら
、賃
上
げ
を
可
能
に
す
る
こ
と

が
日
本
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
賃
上
げ
分

を
販
売
・
受
注
価
格
へ
、適
正
に
転

嫁
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
す
し
、重

た
い
社
会
保
険
料
の
企
業
負
担
の

軽
減
を
は
じ
め
、
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、政
府
に
よ
る
強
力
な
中

小
企
業
支
援
策
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

全
国
の
妥
結
状
況

　

連
合
本
部
の
４
月
３
日
時
点
の

集
約
で
、
賃
金
改
善
を
要
求
し
た

４
２
４
８
組
合
の
う
ち
妥
結
し
た

の
は
２
２
９
０
組
合
で
す
。

　

平
均
賃
金
方
式
で
回
答
を
受
け

た
２
４
８
４
組
合
の
加
重
平
均
額

は
１
万
１
１
１
４
円（
３
・
70
％
）

で
、
前
年
同
期
の
６
３
１
９
円

（
２
・
11
％
）
を
大
幅
に
上
回
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
数
３
０
０
人
未

満
の
中
小
組
合
１
５
２
８
組
合
の

加
重
平
均
は
８
５
５
４
円
（
３
・

42
％
）で
、い
ず
れ
も
比
較
可
能
な

２
０
１
３
年
以
降
で
最
も
高
く
な

り
、「
先
行
し
た
大
手
の
回
答
の
高

水
準
を
維
持
し
て
い
る
」と
し
て
い

ま
す
。

道
内
の
妥
結
状
況

　

連
合
北
海
道
に
よ
る
と
３
月
15

日
時
点
で
、
19
産
別
４
地
域
協
議

会
か
ら
２
０
３
組
合
が
春
闘
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

道
内
の
妥
結
第
１
号
は
イ
オ
ン

北
海
道
で
、
３
月
１
日
満
額
回
答

で
、
賃
上
げ
額（
定
昇
込
）は
１
万

４
２
０
４
円（
５
・
47
％
）で
、
昨

年
は
６
１
１
７
円（
２
・
37
％
）で

し
た
。

　

連
合
北
海
道
の
４
月
３
日
時
点

の
集
約
に
よ
る
と
、
集
計
可
能
な

回
答
を
引
き
出
し
て
妥
結
し
た
73

組
合
の
加
重
平
均
は
、
８
９
１
５ 

円（ 

３
・
33 

％
）で
す
。

　

そ
の
う
ち
組
合
員
数
３
０
０
人

未
満
の
中
小
は
51
組
合
で
は
６
９

４
３
円（
３
・
26
％
）と
、
昨
年
実

績
３
６
４
７
円（
１
・
67
％
）を
大

幅
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。非
正
規
の

賃
上
げ
額
は
、
時
給
で
49
・
19
円

（
４
・
87
％
）
の
引
き
上
げ
、
平
均

時
給
は
１
０
５
１
・
51
円
で
し
た
。

道
内
中
小
企
業
の
現
状

　

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会

（
以
降
は「
道
中
央
会
」）の
昨
年
７

月
の
調
査
に
よ
る
と
、
道
内
中
小

企
業
に
お
け
る
雇
用
形
態
は
、「
正

社
員
」が
78
・
２
％
、「
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
」
11
・
１
％
、「
嘱
託
・
契
約

社
員
」が
６
・
９
％
で
す
。

　

労
働
組
合
が
あ
る
の
は
、「
１
０

０
〜
３
０
０
人
」
規
模
の
事
業
所

で
32
・
４
％
、「
30
〜
99
人
」
規
模

11
・
２
％
。「
30
人
未
満
」
は
１
割

に
も
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

直
近
５
か
年
の
経
営
の
状
況

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
強
く
受

け
た
２
０
２
１
年
に
比
べ
る
と
経

営
状
況
は
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
以

前
の
水
準
に
は
回
復
し
て
い
な
い

と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
経
済
活
動
が
回
復
基

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）



３
　

道
商
工
連
は
３
月
８
日
、
第
71

回
交
流
晩
会
を
、
ポ
ー
ル
ス
タ
ー

札
幌（
札
幌
市
中
央
区
）で
開
催
し

ま
し
た
。毎
年
12
月
に
開
い
て
い
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

調
に
あ
り
ま
す
が
、
飲
食
や
観
光

分
野
で
人
手
不
足
が
深
刻
に
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、
外
国
人
観
光
客

の
入
り
込
み
な
ど
は
ま
だ
ま
だ
で

す
。

経
営
上
の
障
害

　

現
在
、
経
営
上
の
障
害
の
１
番

は
「
光
熱
費
・
原
材
料
・
仕
入
れ

品
の
高
騰
」で
54
・
７
％
、
２
番
が

「
人
材
不
足（
質
の
不
足
）」53
・
６

％
、
３
番
が「
労
働
力
不
足（
量
の

不
足
）」45
・
４
％
、４
番
が「
販
売

不
振
・
受
注
の
減
少
」
26
・
６
％

で
し
た
。

原
材
料
費
、
人
件
費
に
対
す
る
販

売
価
格
へ
の
転
嫁
状
況

　
「
価
格
の
引
き
上
げ
（
転
嫁
）
に

成
功
し
た
」28
・
８
％
、「
価
格
引

き
上
げ
の
交
渉
中
」24
・
８
％
、「
こ

れ
か
ら
価
格
引
き
上
げ
の
交
渉
を

行
う
」15
・
０
％
で
し
た
。

賃
金
改
定
で
重
視
し
た
要
素

　

１
番
重
視
し
て
い
た
の
は「
労
働

力
の
確
保
・
定
着
」
59
・
０
％
で
、

２
番
目
は「
企
業
の
業
績
」55
・
７

％
。全
国
の
調
査
と
比
較
す
る
と
、

「
物
価
の
動
向
」「
燃
料
費
の
動
向
」

な
ど
の
項
目
が
全
国
を
上
回
っ
て

い
ま
し
た
。

　

道
中
央
会
の
調
査
は
昨
年
７
月

時
点
の
も
の
で
す
が
、２
０
２
３
年

春
闘
の
最
終
局
面
に
あ
っ
て
も
、
労

働
力
の
確
保
と
、
物
価
上
昇
と
人

件
費
の
高
騰
に
頭
を
悩
ま
せ
る
中

小
事
業
者
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

第
71
回
道
商
工
連
交
流
晩
会
開
く

和
や
か
に
歓
談
し
て
名
刺
交
換

感
染
防
止
の
た
め
、
２
０
２
０
年

か
ら
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
会
員
企
業
を
は
じ
め
、

友
誼
団
体
や
相
談
役
で
あ
る
道
議

会
議
員
や
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ま

ら
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た
峰
崎
直

樹
会
長
は
、
春
闘
を
め
ぐ
り
労
使

と
も
に
賃
上
げ
に
積
極
的
な
動
き

が
強
ま
っ
て
い
て
、
大
幅
な
賃
上
げ

は
、
中
小
企
業
者
に
は
と
て
も
つ
ら

い
が
、こ
れ
が
購
買
力
の
引
上
げ
に

つ
な
が
る
だ
け
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

来
賓
の
杉
山
元
連
合
北
海
道
会

長
は
、
道
内
経
済
五
団
体
と
労
使

懇
談
会
を
開
催
し
今
次
春
闘
の
連

合
の
考
え
方
を
説
明
す
る
と
と
も

に
賃
金
の
引
上
げ
や
雇
用
の
安
定
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
多
様
性
の
推

進
な
ど
に
つ
い
て
経
済
界
の
協
力

を
要
請
し
た
と
、
春
闘
へ
の
理
解
を

求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
出
村
良
平
北
海

道
労
金
理
事
長
は
、
労
金
は
事
業

資
金
の
貸
し
付
け
は
で
き
な
い
が
、

従
業
員
に
は
有
利
な
住
宅
ロ
ー
ン

な
ど
が
利
用
で
き
る
の
で
、福
利
厚

生
と
し
て
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
き

た
い
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

会
食
と
懇
談
の
冒
頭
、
青
年
経

営
者
協
会
代
表
の
廣
澤
健
ヴ
ァ
ン

ガ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
代
表
取

締
役
が
、
若
い
事
業
者
の
同
協
会
へ

の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
、開
始
の
乾

杯
の
音
頭
を
と
り
ま
し
た
。

　

道
議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
の

皆
さ
ん
ら
は
、
す
べ
て
の
テ
ー
ブ
ル

に
分
散
し
て
席
に
着
き
、
会
員
企

業
の
皆
さ
ま
と
懇
親
を
深
め
ま
し

た
。

　

宴
会
で
は
、
道
議
会
議
員
と
市

議
会
議
員
と
候
補
予
定
者
の
皆
さ

ま
が
ス
テ
ー
ジ
に
並
び
、
一
人
ず
つ

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

主催者挨拶をする峰崎直樹道商工連会長

杉山元連合北海道会長

廣澤健青年経営者協会代表

出村良平北海道労金理事長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

で
ス
ペ
ー
ス
を
ゆ
っ
た
り
と
っ
た
会
場



（４）

は
じ
ま
り
の
匂
い
鉛
筆
削
り

た
て

「
応
援
の
お
か
げ
」
言
う
け

ど
そ
う
か
な
あ

新
色
の
ル
ー
ジ
ュ
三
年
ぶ
り

に
買
う

お
も
て
な
し
誰
が
ど
な
た
に

し
た
の
や
ら

僕
の
名
を
呼
ぶ
８
ミ
リ
の
若

い
父

選
挙
区
の
レ
ベ
ル
も
分
か
る

辞
任
劇

な
ん
か
も
う
我
慢
ば
か
り
で

疲
れ
た
よ

「
え
っ
毛
皮
？
キ
モ
チ
ワ
ル

イ
」
と
言
う
娘

怖
い
も
の
あ
る
っ
て
妻
に
孫
が

訊
く

戦
争
は
も
っ
た
い
な
い
の
極

み
か
と

軍
人
が
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
る
世

の
不
幸

み
な
老
い
て
今
や
飲
み
会
昼

に
や
り

同
窓
会
食
事
の
あ
と
は
皆
く

す
り

「
一
生
の
お
願
い
」
妻
に
断
ら

れ　
（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

新
年
度
最
低
賃
金
が
大
幅
ア
ッ
プ
か

　

厚
生
労
働
省
は
、
最
低
賃
金
の

目
安
額
を
示
す
際
に
都
道
府
県
を

分
け
て
い
る
区
分
を
、
現
行
Ａ
│

Ｄ
の
四
つ
か
ら
Ａ
│
Ｃ
の
三
つ
に
減

ら
す
方
針
を
固
め
ま
し
た
。
中
間

層
の
Ｂ
を
増
や
す
こ
と
で
、
全
体

の
水
準
を
底
上
げ
し
、
地
域
間
格

差
を
是
正
す
る
狙
い
だ
と
い
い
ま

す
。
こ
の
目
安
制
度
が
創
設
さ
れ

た
１
９
７
８
年
以
来
初
め
て
で
す
。

　

22
年
度
の
最
低
賃
金
は
全
国
平

均
で
時
給
９
６
１
円
。
最
高
額
は

東
京
都
の
１
０
７
２
円
、
最
低
額

は
青
森
や
愛
媛
、
宮
城
な
ど
10
県

の
８
５
３
円
で
２
１
９
円
の
格
差

が
あ
り
、
労
働
力
の
流
出
で
地
方

の
人
手
不
足
を
助
長
す
る
と
、
制

度
の
見
直
し
を
求
め
る
声
が
出
て

い
ま
し
た
。

　

北
海
道
は
現
在
Ｃ
ラ
ン
ク
で
す

が
、Ｂ
に
統
合
さ
れ
て
、
最
賃
の
大

幅
引
上
げ
が
一
気
に
実
施
さ
れ
る

と
、
中
小
企
業
の
経
営
へ
の
影
響

が
大
き
い
た
め
、
政
府
な
ど
に
よ

る
経
営
へ
の
支
援
策
が
必
要
で
す
。

都
道
府
県
の
格
差
是
正
へ
４
区
分
を
３
区
分
に
減

自
己
紹
介
形
式
で
、
活
動
の
意
気

込
み
を
訴
え
ま
し
た
。

　

宴
会
場
は
、コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止

の
た
め
、10
人
用
の
丸
テ
ー
ブ
ル
を

６
人
用
に
ア
ク
リ
ル
板
で
仕
切
り
、

料
理
も
、
大
皿
の
提
供
で
は
な
く
、

一
人
ひ
と
り
に
盛
り
つ
け
た
皿
を

給
仕
す
る
方
式
で
、ゆ
っ
く
り
と
料

理
が
楽
し
め
た
と
好
評
で
、
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
、和
や
か
に

名
刺
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

交
流
晩
会
の
締
め
は
、
段
坂
繁

美
副
会
長
が
、
２
月
２
日
に
逝
去

さ
れ
た
横
路
孝
弘
元
衆
議
院
議
長

の
北
海
道
知
事
時
代
の
業
績
を
紹

介
し
つ
つ
、
参
加
者
と
会
員
企
業
の

発
展
を
祈
念
し
て
乾
杯
の
音
頭
を

と
り
ま
し
た
。

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

最低賃金の
区分見直し案
Ａ
都府県
６
Ｂ
府県
11
Ｃ
道県
14

Ａ
都府県
６

Ｂ
道府県
28

Ｃ
県
13

Ｄ
県
16

→


